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第　10　期　事　業　報　告
2025年4月１日から2026年3月31日まで

Ⅰ．事業の概況

2025年度は、2025年２月に策定した健診事業収支改善計画の初年度として、三大改革（①健診者数
の増加、②健診単価の向上、③支出の抑制）を推進するとともに、新たに位置づけた財団パーパス（「明
治安田」ヘルスケア領域への貢献、「明治安田」従業員の健康増進支援への貢献）の実現に取り組んだ。

健診事業では、明治安田の人間ドック受診者の増加により健診者数が増加した。あわせて、明治安
田の受診者に対する勧奨により上部消化管内視鏡検査件数が増加し、健診単価の向上につながった。
さらに、大口団体および健診予約代行会社との連携強化が奏功し、健診収入は改善計画を大幅に上回
って達成した。支出面では、システム投資計画の見直しに加え、消耗品の発注等の適正化に取り組んだ。
改善計画策定時に想定していなかった支出増についても、健診収入の増収により吸収し、健診事業収
支は計画どおり達成した。

また、専門職・事務職の生産性向上とホスピタリティ強化によりサービス提供体制をいっそう強化
した結果、生体検査、精密検査の対象人数が大幅に増加し、保険診療収入が増加した。これにより、「健
康寿命の延伸」や「疾病の予防・早期発見」といった社会課題の解決に貢献した。

健康増進支援事業では、明治安田が推進する「みんなの健活プロジェクト」「地元の元気プロジェ
クト」を中心に、法人向け・住民向けの健康増進活動を推進した。企業・団体の健康経営に対する関心・
ニーズの高まりを背景に、「ＱＯＬ健診 明治安田×弘前大学」の全国でのイベント運営、健康増進セ
ミナー等の実施、健康経営優良法人の認定取得に向けた支援業務（コンテンツ開発、セミナー、相談
対応、申請書確認、コンサルティング拡大）を展開し、いずれも計画を大きく上回る実績となった。
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Ⅱ．事業別概況

１．人間ドック（健診）事業

Ⅰ．第10期（2025年度）人間ドック（健診）事業等受診状況

１．性・健診コース別受診者数
表１は、2025年度（第10期）と2024年度（第９期）の受診者数を性・健診コース別の受診者

数とその割合、うち午後の健診状況を示したものである。なお、各健診コースの内容は以下のと
おりである。
「人間ドック」は日本人間ドック学会で定められている基本検査項目をすべて満たしているコー

ス、「生活習慣病健診」は定期健康診断のコースに生活習慣病にかかる血液検査項目や大腸がん
検査等を付加したコース、「定期健康診断等」は労働安全衛生規則により定められている項目な
らびにそれに準ずるコース、そして、「その他の健診」は婦人科、乳腺などの単独の検診などで
ある。

【表１】2025年度（第10期）・2024年度（第９期）の性・健診コース別受診者数と平均年齢
（全体）� （単位：人、％〈小数点第２位四捨五入〉）

2025年度（第10期） 2024年度（第９期）
男性 女性 合計 男性 女性 合計

受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率

受
診
者
数

人間ドック（総合健診） 7,540 57.4 7,409 55.2 14,949 56.3 6,810 57.5 6,579 55.1 13,389 56.3
生活習慣病健診 1,697 12.9 2,039 15.2 3,736 14.1 1,672 14.1 1,997 16.7 3,669 15.4
定期健康診断等 3,344 25.4 2,673 19.9 6,017 22.7 3,066 25.9 2,413 20.2 5,479 23.1
その他の健診 561 4.3 1,300 9.7 1,861 7.0 291 2.5 942 7.9 1,233 5.2

合　計 13,142 100 13,421 100 26,563 100 11,839 100 11,931 100 23,770 100
平
均
年
齢
（
歳
）

人間ドック（総合健診） 51.8 51.8 51.8 52.0 52.0 52.0
生活習慣病健診 48.8 48.7 48.7 48.5 48.4 48.5
定期健康診断等 31.6 30.6 31.1 31.1 30.4 30.8
その他の健診 38.7 42.4 41.3 40.1 41.5 41.2

合　計 45.7 46.2 46.0 45.8 46.2 46.0
（午後）� （単位：人、％〈小数点第２位四捨五入〉）

2025年度（第10期） 2024年度（第９期）
男性 女性 合計 男性 女性 合計

受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率

受
診
者
数

人間ドック（総合健診） 69 8.6 98 7.4 167 7.8 82 10.7 109 9.3 191 9.9
生活習慣病健診 79 9.8 73 5.5 152 7.1 99 12.9 76 6.5 175 9.1
定期健康診断等 531 65.9 517 38.8 1,048 49.0 548 71.4 397 34.0 945 48.9
その他の健診 127 15.8 645 48.4 772 36.1 38 5.0 584 50.1 622 32.2

合　計 806 100 1,333 100 2,139 100 767 100 1,166 100 1,933 100
平
均
年
齢
（
歳
）

人間ドック（総合健診） 51.8 48.9 50.1 53.0 50.3 51.5
生活習慣病健診 44.8 46.8 45.8 45.9 48.2 46.9
定期健康診断等 30.9 29.2 30.1 30.8 28.2 29.7
その他の健診 45.2 44.0 44.2 47.8 42.8 43.1

合　計 36.3 38.8 37.9 36.0 38.9 37.7
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１）	2025年度（第10期）の各健診コースの受診者数合計は26,563人で、2024年度（第９期）に比べ、
男性1,303人、女性1,490人、合計で2,793人増加した。

２）	2025年度の男女の受診割合は、男性受診者49.5％、女性受診者50.5％とほぼ同じ割合となっ…
た。

３）	各健診コースの受診者数は、すべてのコースで増加した。
４）	平均年齢は、人間ドック（総合健診）は51.8歳、生活習慣病健診は48.7歳、定期健康診断等

は31.1歳、その他の健診は41.3歳となった。

２．性・月別受診者数
表２は、2025年度（第10期）と2024年度（第９期）の性・月別受診者数とその割合、うち午

後の受診状況を示したものである。

【表２】2025年度（第10期）・2024年度（第９期）の性・月別受診者数
（全体）� （単位：人、％〈小数点第２位四捨五入〉）

2025年度（第10期） 2024年度（第９期）
男性 女性 合計 男性 女性 合計

受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率
４月 359 2.7 356 2.7 715 2.7 369 3.1 398 3.3 767 3.2
５月 603 4.6 580 4.3 1,183 4.5 539 4.6 459 3.8 998 4.2
６月 1,152 8.8 1,194 8.9 2,346 8.8 1,115 9.4 1,139 9.5 2,254 9.5
７月 1,569 11.9 1,508 11.2 3,077 11.6 1,270 10.7 1,252 10.5 2,522 10.6
８月 1,182 9.0 1,313 9.8 2,495 9.4 1,258 10.6 1,167 9.8 2,425 10.2
９月 1,430 10.9 1,589 11.8 3,019 11.4 1,378 11.6 1,571 13.2 2,949 12.4
10月 1,560 11.9 2,042 15.2 3,602 13.6 1,366 11.5 1,781 14.9 3,147 13.2
11月 1,385 10.5 1,357 10.1 2,742 10.3 1,470 12.4 1,290 10.8 2,760 11.6
12月 1,227 9.3 1,240 9.2 2,467 9.3 1,000 8.4 983 8.2 1,983 8.3
１月 941 7.2 751 5.6 1,692 6.4 732 6.2 637 5.3 1,369 5.8
２月 856 6.5 739 5.5 1,595 6.0 767 6.5 676 5.7 1,443 6.1
３月 878 6.7 752 5.6 1,630 6.1 575 4.9 578 4.8 1,153 4.9

合　計 13,142 100 13,421 100 26,563 100 11,839 100 11,931 100 23,770 100
（午後）� （単位：人、％〈小数点第２位四捨五入〉）

2025年度（第10期） 2024年度（第９期）
男性 女性 合計 男性 女性 合計

受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率
４月 17 2.1 25 1.9 42 2.0 6 0.8 23 2.0 29 1.5
５月 14 1.7 43 3.2 57 2.7 18 2.3 37 3.2 55 2.8
６月 35 4.3 93 7.0 128 6.0 92 12.0 96 8.2 188 9.7
７月 146 18.1 170 12.8 316 14.8 95 12.4 160 13.7 255 13.2
８月 80 9.9 97 7.3 177 8.3 103 13.4 93 8.0 196 10.1
９月 80 9.9 144 10.8 224 10.5 72 9.4 123 10.5 195 10.1
10月 99 12.3 218 16.4 317 14.8 83 10.8 149 12.8 232 12.0
11月 118 14.6 145 10.9 263 12.3 109 14.2 135 11.6 244 12.6
12月 50 6.2 104 7.8 154 7.2 52 6.8 106 9.1 158 8.2
１月 73 9.1 109 8.2 182 8.5 40 5.2 77 6.6 117 6.1
２月 52 6.5 87 6.5 139 6.5 52 6.8 89 7.6 141 7.3
３月 42 5.2 98 7.4 140 6.5 45 5.9 78 6.7 123 6.4

合　計 806 100 1,333 100 2,139 100 767 100 1,166 100 1,933 100
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１）	2025年度（第10期）の健診営業日は244日（男性244日、女性244日）となり、１日当たり
の平均受診者数は108.9人（男性53.9人、女性55.0人）となった。

２）	2025年度（第10期）月別受診者数のピークは10月の3,602人である。受診者数2,000名以上
の月が６月、７月、８月、９月、10月、11月、12月と７ヵ月連続しており、受診のピークが
継続している。

３．性・年齢階級別受診者数
表３は、2025年度（第10期）と2024年度（第９期）の受診者数を性・年齢階級別に示したも

のである。

【表３】2025年度（第10期）・2024年度（第９期）の性・年齢階級別受診者数
� （単位：人、％〈小数点第２位四捨五入〉）

2025年度（第10期） 2024年度（第９期）
男性 女性 合計 男性 女性 合計

受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率
29歳以下 1,938 14.7 1,941 14.5 3,879 14.6 1,726 14.6 1,704 14.3 3,430 14.4
30－39歳 2,582 19.6 2,371 17.7 4,953 18.6 2,283 19.3 2,164 18.1 4,447 18.7
40－49歳 3,128 23.8 3,160 23.5 6,288 23.7 2,886 24.4 2,815 23.6 5,701 24.0
50－59歳 3,259 24.8 3,658 27.3 6,917 26.0 3,000 25.3 3,293 27.6 6,293 26.5
60－69歳 1,809 13.8 1,886 14.1 3,695 13.9 1,552 13.1 1,580 13.2 3,132 13.2
70歳以上 426 3.2 405 3.0 831 3.1 392 3.3 375 3.1 767 3.2
合　計 13,142 100 13,421 100 26,563 100 11,839 100 11,931 100 23,770 100

１）	 2025年度（第10期）と2024年度（第９期）の年齢階級別の受診者を比較すると、すべての
年齢階級で増加した。

２）	年齢階級別には、50－59歳で624人と最も増加した。
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４．性・受診回数別受診者数
表４は、2025年度（第10期）と2024年度（第９期）の受診者数を性・受診回数別にその割合

を示したものである。

【表４】2025年度（第10期）・2024年度（第９期）の性・受診回数別受診者数
� （単位：人、％〈小数点第２位四捨五入〉）

2025年度（第10期） 2024年度（第９期）
男性 女性 合計 男性 女性 合計

受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率
初回受診 3,454 26.3 3,689 27.5 7,143 26.9 3,452 29.2 3,240 27.2 6,692 28.2

２回 2,340 17.8 2,156 16.1 4,496 16.9 1,580 13.3 1,774 14.9 3,354 14.1
３回 1,230 9.4 1,355 10.1 2,585 9.7 1,023 8.6 1,120 9.4 2,143 9.0
４回 874 6.7 901 6.7 1,775 6.7 929 7.8 791 6.6 1,720 7.2
５回 678 5.2 666 5.0 1,344 5.1 735 6.2 699 5.9 1,434 6.0

６－９回 2,113 16.1 1,947 14.5 4,060 15.3 1,759 14.9 1,729 14.5 3,488 14.7
10－14回 1,050 8.0 1,135 8.5 2,185 8.2 1,074 9.1 1,092 9.2 2,166 9.1
15－19回 787 6.0 888 6.6 1,675 6.3 729 6.2 901 7.6 1,630 6.9
20－24回 385 2.9 468 3.5 853 3.2 334 2.8 386 3.2 720 3.0
25－29回 134 1.0 147 1.1 281 1.1 129 1.1 123 1.0 252 1.1
30回以上 97 0.7 69 0.5 166 0.6 95 0.8 76 0.6 171 0.7
合　計 13,142 100 13,421 100 26,563 100 11,839 100 11,931 100 23,770 100

１）	 2025年度（第10期）の初回受診の全体人数は前年度に比べ451人（男性２人、女性449人）
増加した。２回目の受診者数についても1,142人（男性760人、女性382人）、３回−９回は
979人（男性449人、女性530人）、10回−29回についても226人（男性90人、女性136人）
増加した。30回以上については５人減少した。

	 全体における性・受診回数別の受診者数は女性が若干、男性を上回っている。
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５．契約健保・団体、一般の個人からの受診状況
表５は、契約健康保険組合と事業所団体（健保・団体）、協会けんぽ、ならびに個人（一般・個人）

の受診状況を示したものである。

【表５】2025年度（第10期）・2024年度（第９期）の性・契約（一般・団体）別受診者数
� （単位：人、％〈小数点第２位四捨五入〉）

2025年度（第10期） 2024年度（第９期）
男性 女性 合計 男性 女性 合計

受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率
MYヘルス倶楽部 285 2.2 346 2.6 631 2.4 268 2.3 354 3.0 622 2.6

協会けんぽ 1,973 15 1,752 13.1 3,725 14 2,054 17.3 1,745 14.6 3,799 16.0
一般・個人 88 0.7 127 0.9 215 0.8 70 0.6 144 1.2 214 0.9
健保・団体 10,796 82.1 11,196 83.4 21,992 82.8 9,447 79.8 9,688 81.2 19,135 80.5

合　計 13,142 100 13,421 100 26,563 100 11,839 100 11,931 100 23,770 100

１）	「ＭＹヘルス倶楽部」はセンター会員制度による人間ドック健診である。制度は国民健康保
険者、健康保険組合や団体から補助のない方が対象者であり、2024年度（第９期）からこの
制度を利用した受診者は９人増加した。

２）	「協会けんぽ」の2025年度（第10期）は2024年度（第９期）に比べ、受診者数が74人減少
した。

３）	一般・個人の対象者はインバウンドの方・海外在住者である。
４）	契約健康保険組合・事業所団体（「健保・団体」）は2024年度（第９期）に比べ、委託予約代

行会社からの健診依頼もあり、2025年度（第10期）受診者数が2,857人（男性1,349人、女性
1,508人）増加した。

５）	2024年度（第９期）から2025年度（第10期）の全体受診者数は、2,793人（男性1,303人、
女性1,490人）男女ともに増加した。
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６．性・年齢階級別腹部超音波・上部消化管（Ｘ線・内視鏡）検査の受診状況
表６は性・年齢階級別の腹部超音波・上部消化管Ｘ線・上部消化管内視鏡による各検査の受診

者数とその割合を示したものである。

【表６】2025年度（第10期）・2024年度（第９期）の性･年齢階級別…
腹部超音波・上部消化管（X線・内視鏡）検査受診状況

（男性）� （単位：人、％〈小数点第２位四捨五入〉）

受診
者数

2025年度（第10期） 受診
者数

2024年度（第９期）
腹部超音波 上部消化管Ｘ線 上部消化管内視鏡 腹部超音波 上部消化管Ｘ線 上部消化管内視鏡

受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率
29歳以下 1,938 58 3.0 27 1.4 25 1.3 1,726 57 3.3 20 1.2 19 1.1
30－39歳 2,582 934 36.2 550 21.3 586 22.7 2,283 802 35.1 574 25.1 436 19.1
40－49歳 3,128 2,516 80.4 1,190 38.0 1,472 47.1 2,886 2,290 79.3 1,302 45.1 1,180 40.9
50－59歳 3,259 2,833 86.9 1,147 35.2 1,710 52.5 3,000 2,669 89.0 1,285 42.8 1,398 46.6
60－69歳 1,809 1,565 86.5 562 31.1 938 51.9 1,552 1,339 86.3 591 38.1 693 44.7
70歳以上 426 363 85.2 104 24.4 224 52.6 392 357 91.1 103 26.3 205 52.3
合　計 13,142 8,269 62.9 3,580 27.2 4,955 37.7 11,839 7,514 63.5 3,875 32.7 3,931 33.2

（女性）� （単位：人、％〈小数点第２位四捨五入〉）

受診
者数

2025年度（第10期） 受診
者数

2024年度（第９期）
腹部超音波 上部消化管Ｘ線 上部消化管内視鏡 腹部超音波 上部消化管Ｘ線 上部消化管内視鏡

受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率
29歳以下 1,941 68 3.5 2 0.1 33 1.7 1,704 64 3.8 1 0.1 28 1.6
30－39歳 2,371 990 41.8 347 14.6 640 27.0 2,164 868 40.1 430 19.9 469 21.7
40－49歳 3,160 2,464 78.0 745 23.6 1,593 50.4 2,815 2,202 78.2 874 31.0 1,212 43.1
50－59歳 3,658 2,978 81.4 773 21.1 1,828 50.0 3,293 2,667 81.0 945 28.7 1,398 42.5
60－69歳 1,886 1,536 81.4 321 17.0 924 49.0 1,580 1,319 83.5 399 25.3 648 41.0
70歳以上 405 346 85.4 61 15.1 192 47.4 375 350 93.3 86 22.9 158 42.1
合　計 13,421 8,382 62.5 2,249 16.8 5,210 38.8 11,931 7,470 62.6 2,735 22.9 3,913 32.8

１）	 2024年度（第９期）から腹部超音波検査における2025年度の受診者数は1,687人（男性775人、
女性912人）増加した。

２）	2024年度（第９期）から上部消化管X線検査における2025年度の受診者数は781人（男性
295人、女性486人）減少した。

３）	上部消化管X線検査の受診者が減少する一方で、上部消化管内視鏡検査については受診者数
2,321人（男性1,024人、女性1,297人）とそれぞれ大幅に増加した。

	 この受診者数増加は明治安田生命の健診に上部消化管内視鏡検査コースを入れた取組みや、
団体・健康保険組合に検査の推奨や、一定月のみ特別検査料金の設定を行なったことから受
診者増加に繋がった。

	 その他、健康保険組合や団体における上部消化管内視鏡検査の費用補助がある受診者は個人
負担の軽減などから受診する傾向があった。
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７．女性の婦人科検診、乳房検診の実施状況
表７は、女性の婦人科検診、乳房検診の実施状況ならびに乳房検診におけるエコー（超音波） 

とマンモグラフィの受診者数と実施率を示したものである。

【表７】2025年度（第10期）・2024年度（第９期）の年齢階級別婦人科検診・乳房検診受診状況
� （単位：人、％〈小数点第２位四捨五入〉）

受診者数

2025年度（第10期）

婦人科検診 乳房検診 エコー マンモグラフィ
受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率

29歳以下 1,941 453 23.3 375 19.3 377 19.4 2 0.1
30－39歳 2,371 1,119 47.2 1,303 55.0 1,246 52.6 174 7.3
40－49歳 3,160 2,190 69.3 2,432 77.0 1,656 52.4 1,553 49.1
50－59歳 3,658 2,425 66.3 2,684 73.4 1,696 46.4 1,743 53.1
60－69歳 1,886 1,179 62.5 1,363 72.3 772 40.9 978 51.9
70歳以上 405 242 59.8 286 70.6 142 35.1 195 48.1
合　計 13,421 7,608 56.7 8,443 62.9 5,889 43.9 4,845 36.1

� （単位：人、％〈小数点第２位四捨五入〉）

受診者数

2024年度（第９期）

婦人科検診 乳房検診 エコー マンモグラフィ
受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率 受診者 占率

29歳以下 1,704 435 25.5 338 19.8 338 19.8 0 0.0
30－39歳 2,164 1,097 50.7 1,228 56.7 1,159 53.6 174 8.0
40－49歳 2,815 1,925 68.4 2,167 77.0 1,392 49.4 1,355 48.1
50－59歳 3,293 2,181 66.2 2,441 74.1 1,405 42.7 1,735 52.7
60－69歳 1,580 1,042 65.9 1,172 74.2 592 37.5 829 52.5
70歳以上 375 236 62.9 282 75.2 126 33.6 198 52.8
合　計 11,931 6,916 58.0 7,628 63.9 5,012 42.0 4,291 36.0

１）	受診者数が最も多かった年齢階級は、50−59歳であった。
２）	乳房検診では、39歳以下の受診者には、エコーをおすすめしており、エコーの実施率は30−

39歳が最も高かった（52.6％）。� …
一方で、40歳以上の受診者にはマンモグラフィをおすすめしていることもあり、40歳以上の
年齢階級以上で実施率が大幅に増加している。

８．性・検査対象疾患別の判定結果
表８は、人間ドック学会統計に準じて検査対象疾患別の判定結果を男女別に示したものである。

なお、判定は人間ドック学会の判定基準に準拠した。
　Ｃ　：生活習慣の改善ならびに経過観察が必要
　Ｄ２：精密検査が必要
　Ｄ１：治療が必要
　Ｅ　：継続治療
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【表８】2025年度（第10期）・2024年度（第９期）の性・検査対象疾患別判定結果
� （単位：％〈小数点第２位四捨五入〉）

2025年度（第10期） 2024年度（第９期）

疾　患　名 検査方法 性別 判　定　区　分（占率） 判　定　区　分（占率）
Ｃ Ｄ１ Ｄ２ Ｅ Ｃ Ｄ１ Ｄ２ Ｅ

肥 満（ 過 体 重 ） 身 体 測 定 男 31.7 0.0 0.0 0.0 31.7 0.0 0.0 0.0
女 17.9 0.0 0.0 0.0 17.5 0.0 0.0 0.0

呼 吸 器 疾 患 胸 部 Ｘ 線 男 4.4 0.0 1.2 0.0 4.0 0.0 1.4 0.1
女 3.7 0.0 0.9 0.1 3.6 0.0 1.2 0.1

高 血 圧 血 圧 測 定 男 7.5 1.5 0.0 14.8 8.0 1.5 0.0 14.8
女 5.1 0.9 0.0 8.3 5.4 0.9 0.0 8.4

高 コ レ ス テ ロ ー ル 血 液 生 化 学 男 21.9 3.5 0.0 0.0 22.9 4.2 0.0 0.0
女 18.1 2.7 0.0 0.0 19.1 3.6 0.0 0.0

高 中 性 脂 肪 血 液 生 化 学 男 2.3 0.7 0.0 0.0 2.5 0.6 0.0 0.0
女 0.4 0.1 0.0 0.0 0.5 0.1 0.0 0.0

高 尿 酸 血 液 生 化 学 男 5.2 1.3 0.0 7.9 5.8 1.6 0.0 7.7
女 0.4 0.1 0.0 0.3 0.2 0.1 0.0 0.3

心 電 図 異 常 心 電 図 男 8.0 0.0 1.1 0.4 8.4 0.0 1.2 0.4
女 5.6 0.0 0.7 0.1 5.9 0.0 0.9 0.1

食 道 疾 患 胃 部 Ｘ 線 男 40.1 1.0 1.0 0.0 35.5 0.8 0.8 0.0
胃 部 内 視 鏡 女 35.8 0.1 0.3 0.0 33.1 0.2 0.3 0.0

胃 疾 患 胃 部 Ｘ 線 男 38.4 0.5 2.2 0.0 37.3 0.4 1.7 0.0
胃 部 内 視 鏡 女 38.1 0.9 2.1 0.0 41.3 0.3 1.4 0.0

十 二 指 腸 疾 患 胃 部 Ｘ 線 男 4.1 0.1 0.5 0.0 3.2 0.2 0.3 0.0
胃 部 内 視 鏡 女 2.6 0.0 0.3 0.0 1.7 0.1 0.3 0.0

胆石・胆のうポリープ 腹 部 超 音 波 男 26.2 0.0 2.2 0.0 26.7 0.0 2.7 0.0
女 21.5 0.0 1.5 0.0 21.4 0.0 1.9 0.0

肝 機 能 障 害
（ 脂 肪 肝 含 ）

血 液 生 化 学 男 36.0 0.0 4.4 0.3 36.2 0.0 5.3 0.2
腹 部 超 音 波 女 14.5 0.0 0.9 0.2 14.3 0.0 1.0 0.2

糖 尿 病
（ 耐 糖 能 障 害 ） 血 液 生 化 学 男 9.9 2.4 0.2 5.1 9.9 2.6 0.2 5.0

女 8.5 1.0 0.3 2.1 7.9 1.0 0.2 2.0

血 液 疾 患 血 液 生 化 学 男 10.1 0.0 3.0 0.1 9.7 0.0 3.5 0.1
女 19.6 0.0 4.1 1.1 20.3 0.0 3.8 1.2

肛 門 ・ 大 腸 疾 患 便 潜 血 反 応 男 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0
女 0.0 0.0 5.2 0.0 0.0 0.0 5.2 0.0

前 立 腺 疾 患 Ｐ Ｓ Ａ 検 査 男 0.1 0.0 3.7 0.3 0.3 0.0 3.6 0.1
女 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

婦 人 科 婦 人 科 男 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
女 17.2 0.9 5.0 2.6 17.6 0.9 5.5 2.0

乳 房 疾 患 触診・超音波 男 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
マンモグラフィ 女 5.6 0.0 3.7 0.0 5.5 0.0 3.3 0.0

その他の疾患 男 33.0 0.0 9.8 1.9 31.4 0.0 9.7 1.8
女 27.3 0.0 6.6 2.0 28.6 0.0 5.5 2.1

１）	 2025年度（第10期）の検査対象疾患別の判定結果で「要精密検査（Ｄ２）」と判定された割
合が高い疾患は、男性では肛門・大腸疾患、肝機能障害（脂肪肝含）、前立腺疾患、女性で
は肛門・大腸疾患、婦人科、血液疾患であった。

２）	「生活習慣の改善ならびに経過観察が必要（Ｃ）」と判定された割合が高い疾患は、男性では
食道疾患、胃疾患、肝機能障害（脂肪肝含）、肥満（過体重）、胆石・胆のうポリープ、女性
では胃疾患、食道疾患、胆石・胆のうポリープ、血液疾患、高コレステロールであった。食
道疾患、乳房疾患は増加しているが、内視鏡やマンモ・エコー等の適切な検査方法勧奨によ
るリスク検知力の向上効果によるものと考えられる。
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Ⅱ．保健指導・特定保健指導実施状況
2025年度（第10期）は、健診の工程管理の高度化を一段と進め、繁忙期でも受診者への

結果説明の実施を増加させ年度を通して当日結果説明率は60％超を実現。さらに、医師に
よる保健指導の勧奨が進み、保健指導実施率は40％を超過し人間ドック協会の施設認定基
準を達成した。また特定保健指導においては、面談ができる環境や人員の育成が進み、初
回面談者は170人を超過し前期の２倍以上の実績となった。

次期については、センター内で検体検査ができるよう施設・態勢を整備したため、健診
開始から結果説明までの時間が大幅に短縮。待ち時間の減少からさらなる結果説明率の向
上を見込む。また、特定保健指導の継続支援に外部業者への再委託も取り入れ、フォロー
体制を充実させるとともに、対象者が楽しんで取り組めるツールの提供等により中途での
脱落を減らし実効性を高めていく。

【表9】2025年度（第10期）・2024年度（第９期）の保健指導実施状況
2025年度（第10期） 2024年度（第９期）

男性（人） 女性（人） 合計（人） 男性（人） 女性（人） 合計（人）
保健指導 3,555 2,562 6,117 2,558 2,070 4,628

【表10】2025年度（第10期）・2024年度（第９期）の保健指導実施状況
2025年度（第10期） 2024年度（第９期）

男性（人） 女性（人） 合計（人） 男性（人） 女性（人） 合計（人）
動機づけ支援 64 23 87 27 15 42
積極的支援 84 7 91 31 5 36
合計 148 30 178 58 20 78
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Ⅲ．調査研究・普及啓発活動
人間ドック等から得られるデータに基づき、公衆衛生の向上に資する調査研究および知

見の普及啓発に取り組んだ。実施状況は下表のとおり。

１．論文、報告書、出版物などの報告・発行

著　者　名 題　　　名 掲載誌名・発行年

三森　教雄 VR/ITなどを生かして快適に的確なメディカル
チェックを受けていただける健診センターを目指し
て

月刊 新医療
2025年８月号

２．学会・研究会の発表

著　者　名 題　　　名 学会・研究会 掲載誌名・発行年

三森　教雄、山地　統、
米澤　裕子、井上　果菜子、
山本　恭子、重本　美井子、
堀内　久美子、益子　隆、
萩原　正宏、高橋　等、
浅見　一久

人間ドックにおける上部
消化器官内視鏡スクリー
ニングの現状と課題－明
治安田新宿健診センター
の取組み－

第66回日本人間ドック・
予防医療学会学術大会

第66回日本人間ドッ
ク・予防医療学会誌

３．健診サポートアプリでの健康情報発信　「健康のひけつ」

No. 年 月 題名 執筆者名

58 2025 ４ 梅毒について 看護師
沼田　仁美

59 2025 ５ 骨粗鬆症を知って予防しよう 医師
井上　果菜子

60 2025 ８ 受けてみよう！国がおすすめする５大がん検診 放射線チーム

61 2025 12 たんぱく質はとれていますか？ 保健師　柿沼　唯
管理栄養士　新田　陽子

62 2026 １ 運動の消費カロリーはどれくらい? 健康運動指導士　新田　陽子

63 2026 ２ 歪む？骨盤 健康運動指導士　中島　絹絵
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２．健康増進支援事業

１．健康情報の普及啓発
（1）健康増進セミナー

科学的根拠に基づいた健康情報の普及啓発活動として、健康増進セミナーを実施した。実施
状況に関しては下表のとおり。

実施実績※

明治安田グループ向け 社外向け

162回 60回 102回

※　地方創生・健康経営を除く

（2）健康経営の普及啓発・活動支援
健康経営の各種認定取得、講演の実施、他社支援等、幅広く実施した。実施状況に関しては

下表のとおり。

①当財団の健康経営等認定状況

No. 年度目標（認定団体） 認定日

1 がん対策推進企業アクション
（がん対策推進企業等連携本部） 2025年２月５日

2 東京都スポーツ推進企業（東京都） 2025年12月25日

3 健康優良企業（金の認定）
（健康保険組合連合会東京支部） 2026年１月１日（２年更新）

4 スポーツエールカンパニー
（スポーツ庁） 2026年１月30日

5 健康経営優良法人
（経済産業省・日本健康会議） 2026年３月９日

②健康経営セミナー

実施実績 32回

③健康経営支援（コンサルタント・相談支援）

実施実績 32社

④健康経営支援（申請支援）

実施実績 192件
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（3）地方創生支援
自治体等と連携し各地で講演・支援を実施した。実施状況に関しては下表のとおり。

①自治体と連携した事業

実施実績 開催地

29回 【東京都】渋谷区・練馬区・豊島区・北区・東久留米市・町田市【埼玉県】坂戸市・
川越市【千葉県】流山市【鹿児島県】姶良市

②公民館と連携した事業

実施実績 開催地

23回

【奈良県】南部公民館・登美ヶ丘公民館（奈良市）【茨城県】五霞町中央公民
館（猿島郡）・田彦コミュニティセンター（ひたちなか市）・土浦市老人福祉
センター「つわぶき」（土浦市）・牛久市保健センター（牛久市）・古河福祉
の森会館（古河市）【北海道】拠点複合施設りすた（夕張市）・札幌市星置地
区センター（札幌市）【大阪府】大阪市立住吉区老人福祉センター・大阪市
立淀川図書館（大阪市）【兵庫県】県公社松が丘住宅集会所（明石市）【徳島県】
鴨島公民館（吉野川市）【山梨県】敷島公民館（甲斐市）【東京都】飛田給メ
モリードホール（調布市）・鹿骨区民館・カーサ宇喜田（江戸川区）【福岡県】
御笠コミュニティセンター（筑紫野市）【千葉県】平川交流センター（袖ヶ
浦市）【神奈川県】東林公民館（相模原市）【福井県】鯖江公民館（鯖江市）【埼
玉県】杉戸町健康保健センター（北葛飾郡）【沖縄県】地域包括支援センター
城岳（那覇市）

（4）業務委託
業務委託に基づく事業運営

①ＱＯＬ健診 明治安田×弘前大学

実施実績 341回

②地元アスリート支援（パーソナル栄養サポート）

実施実績 ２名

③スポーツ支援（栄養サポート）

実施実績 明治安田硬式野球部
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２．調査研究活動
（1）論文・報告書などの報告

著　者　名 題　　　名 掲載誌名・発行年

TOMOKO AOYAMA, YUKI 
HIKIHARA, MASASHI 
WATANABE, HITOSHI 
WAKABAYASHI, SATOSHI 
HANAWA, DAVID R. LUBANS, 
and SHIGEHO TANAKA

Longitudinal Tracking of Objective 
Measures of Cardiorespiratory Fitness, 
Body Composition, and Physical 
Activity in Children.

Med Sci Sports Exerc. 
Epub 2025 Nov25.

（2）学会・研究会などの発表

著　者　名 題　　　名 学会・研究会

風間　太陽、李　佳婷、若林　斉、
引原　有輝、渡邊　將司、青山　友子、
塙　智史、田中　茂穂、李　相逸

日本人小学生の休日の習い事が睡眠習
慣および社会的時差ボケに及ぼす影響：
縦断的調査

日本生理人類学会第86
回大会 2025

TOMOKO AOYAMA, YUKI 
HIKIHARA, MASASHI 
WATANABE, HITOSHI 
WAKABAYASHI, SATOSHI 
HANAWA, SHIGEHO TANAKA

Tracking of Physical Fitness, Body 
Composition, and Physical Activity in 
Children from Early to Late Primary 
School Age: A 4-Year Follow-up Study.

ISBNPA 2025, June. 
Auckland NZ.

稲垣　貴惠、青木　稜、市川　奈央子、
河原　賢二、塙　智史、今泉　宏久、
三森　教雄

主観的咀嚼能力の変化の実態調査：健
診センターにおける６年間のデータ解
析

第66回日本人間ドック・
予防医療学会学術大会

市川　奈央子、青木　稜、河原　賢二、
稲垣　貴惠、塙　智史、今泉　宏久、
三森　教雄

主観的咀嚼能力の経年変化と血液検査
値および呼吸機能との関連：６年間連
続受診者データの解析

第66回日本人間ドック・
予防医療学会学術大会

橋本　佑斗、江崎　一希
事前の軽負荷運動が伸張性運動後の筋
損傷および動脈スティフネスに及ぼす
影響

日本体育・スポーツ・
健康学会第75回大会

下村　有希、海老沢　朋子、
小川　将司、塙　智史

社会人野球選手を対象とした増量に向
けた個別栄養サポート

第72回日本栄養改善学
会学術総会

塙　智史、市川　奈央子、稲垣　貴惠、
橋本　佑斗、唄　大輔、丸山　佳代、
河原　賢二、三森　教雄

主観的食べる速度と咀嚼能力の関係お
よび健診結果の特徴：６年間連続受診
者データ解析

第84回日本公衆衛生学
会総会

稲垣　貴惠、青木　稜、市川　奈央子、
河原　賢二、塙　智史、今泉　宏久、
三森　教雄

主観的咀嚼能力の変化が血液検査値お
よびBMIにおよぼす影響の検討

日本歯科衛生学会第20
回学術大会

河原　賢二 健康経営認定と身体活動との関連～ス
ポーツライフ・データの二次分析～

日本生涯スポーツ学会
第28回大会

市川　奈央子、磯部　環、
武村　雪絵

後期キャリア看護職のプロフェッショ
ナリズムを高める看護管理者からの支
援：KH Coderを活用した分析

第45回日本看護科学学
会学術集会
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丸山　佳代
父親と子どもの健康的な生活習慣を支
援する「父子で元気プログラム（OGP）」
の活動評価

第14回日本公衆衛生看
護学会学術集会

（3）出版物などの発行

No. 題名 連携先・発行元

1 健活サポーター認定プログラム研修用動画監修 明治安田生命保険相互会社
営業教育部

2
明治安田健康経営認定支援サービス
ＳＵＰＰＯＲＴ　ＴＯＯＬ　2026年１月改訂版

（ＧＵＩＤＥ　ＢＯＯＫ、手順書、計画策定シート、目標設定シート）
明治安田生命保険相互会社
地域リレーション推進部

3

明治安田健康経営認定支援サービス
「健康優良企業（銀の認定）」版　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＴＯＯＬ
2026年１月改訂版

（ＧＵＩＤＥ　ＢＯＯＫ、手順書）

（4）健康情報誌の出版・寄稿

①明治安田労働組合冊子「きらら（健康あれこれ）」

No. 年 月 題名 著者名

1 2025 ４ 少しの活動でも効果がある？ 宗嶋　潤

2 2025 ６ ６月は食育月間！主食、主菜、副菜のそろった食事を意識しよう 下村　有希

3 2025 ８ 負担を減らして「腰痛」を予防しよう！！ 唄　大輔

4 2025 10 世界の食と健康 米田　和叶

5 2025 12 あなたは１日何時間？！　スクリーンタイムを意識しよう 丸山　佳代

6 2026 １ 動脈「硬化」ってなんだろう？　―ライフステージと性差― 橋本　佑斗
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②明治安田労働組合冊子「きらら（健康倶楽部）」

No. 年 月 題名 著者名

1 2025 ４ “果物”で彩るバランスの良い食生活 鶴田　愛

2 2025 ６ ぐっすり眠るために！睡眠の質を上げる運動って何？ 小川　将司

3 2025 ８ コーヒーはがん予防にかかわる！？ 唄　大輔

4 2025 10 足は健康の土台！使える足指・足裏に 中島　絹絵

5 2025 12 入浴で身も心も「血管」も柔らかく！ 橋本　佑斗

6 2026 １ 健康食品とは 米田　和叶

③明治安田MYポケット資料「健康News」

No. 題名 著者名

1 もしかして、甲状腺ホルモンが関係しているかも… 市川　奈央子

2 みんなで始める「適塩」のすゝめ 海老沢　朋子

3 １回の運動時間が短くても健康効果を得られます 河原　賢二

4 PC ／スマホの使い過ぎによるストレートネックに注意 唄　大輔

5 おとなの予防接種 市川　奈央子

6 転ばぬ先の杖～今日からできる転倒予防～ 長沼　由紀子

7 深夜勤務の食事を考えよう 本田　有子

8 心理的安全性が組織と健康を守る 市川　奈央子

9 新型たばこと禁煙 米田　和叶

10 ドライアイから目を守る！今日からはじめるやさしい習慣 丸山　佳代

11 万病のもと？動脈硬化を知ろう 橋本　佑斗

12 イライラ・プンプンを減らし、気持ちよく働こう！ 丸山　佳代

明治安田健康開発財団_第10期_HON.indb   16明治安田健康開発財団_第10期_HON.indb   16 2026/05/28   9:302026/05/28   9:30



− 16 − − 17 −

④明治安田グループ従業員向けエクササイズ作成

No. 題名

1 ６月ＭＹ健活デー　健康体操プラス１　野球部と一緒に活動量アップ！
「シングルレッグバランス」

2 ７月ＭＹ健活デー　健康体操プラス１　野球部と一緒に活動量アップ！
「肩甲骨体操」

3 ７月ＭＹ健活デー　からだうごかすチャレンジ＃１
「肩こり・腰痛予防」

4 ８月ＭＹ健活デー　健康体操プラス１　テニス部と一緒に活動量アップ！
「ぐるぐるサーブ」

5 ９月ＭＹ健活デー　健康体操プラス１　ラグビー部と一緒に活動量アップ！
「テットスロー」

6 ９月ＭＹ健活デー　からだうごかすチャレンジ＃２
「転倒予防」

7 11月ＭＹ健活デー　健康体操プラス１　ボート部と一緒に活動量アップ！
「ボートde腹筋」

8 12月ＭＹ健活デー　健康体操プラス１　テニス部と一緒に活動量アップ！
「ドロップスクワット」

9 12月ＭＹ健活デー　からだうごかすチャレンジ＃３
「ダイナミックストレッチ」

10 ２月ＭＹ健活デー　健康体操プラス１　ラグビー部と一緒に活動量アップ！
「タックルランジ」

11 ２月ＭＹ健活デー　からだうごかすチャレンジ＃４
「ボクシングエクササイズ」

12 ３月ＭＹ健活デー　健康体操プラス１　ボート部と一緒に活動量アップ！
「スイープ・ロウ」

⑤法人・団体からの依頼に基づくコンテンツ

No. 題名

1 健診結果活用セミナー　～健診を“受けっぱなし”にしない健康づくり～
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⑥スポーツ支援のためのセミナー・コンテンツ

No. 題名

1 アスリートの基本の食事・試合期の食事（新入部員向けセミナー）

2 アイススラリー活用ガイド

3 睡眠からカラダを整える

4 正しい水分補給で脱水予防

5 大会当日の食事のとり方

6 【食堂POP】ご飯量の計量について

7 【食堂POP】ビュッフェの上手なとり方について

8 １人暮らしのためのレシピ（魚料理＆インスタント味噌汁の活用）

9 １人暮らしのためのレシピ（炊飯器で同時にできる料理＆具沢山麺類）

10 １人暮らしのためのレシピ（疲労回復のための鶏むね肉＆色の濃い野菜の活用）

11 １人暮らしのためのレシピ（冷蔵・冷凍保存できる作り置き主菜＆副菜）
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Ⅲ．理事会に関する事項

みなし決議に関する理事会議事録

一般財団法人　明治安田健康開発財団

１．理事会の決議があったものとみなされた日
令和７年４月１日

２．理事会の決議があったものとみなされた事項の提案者
代表理事　浅見　一久

３．理事会の決議があったものとみなされた事項の内容
第１号議案　理事長（代表理事）の選定の件
令和７年３月19日の評議員会で理事に選任された浅見一久氏を理事長（代表理事）として選定す
ること。
第２号議案　業務執行理事の選定の件
令和７年３月19日の評議員会で理事に選任された長崎正太氏を業務執行理事として選定するこ
と。

４．理事総数　　４名
　　監事総数　　１名

５．議事録の作成に係る職務を行った理事
代表理事　浅見　一久

令和７年４月１日代表理事浅見一久が理事の全員及び監事の全員に対して、理事会の決議の目的で
ある事項について上記の内容の提案書を発し、当該提案につき令和７年４月１日までに理事の全員か
ら書面により同意の意思表示を、監事の全員から書面により異議がないとの意思表示を得たので、一
般社団法人及び一般財団法人に関する法律第197条において準用する同法第96条（定款第33条第２項）
に基づく理事会の決議の省略の方法により、当該提案を承認可決する旨の理事会決議があったものと
みなされた。
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定時理事会議事録

一般財団法人　明治安田健康開発財団

2025年５月29日（木）午後１時58分、東京都渋谷区代々木３−22−７　新宿文化クイントビルに
て理事会を開催した。

会　議　の　目　的　事　項
決議事項

第１号議案　第９期計算書類等承認の件
第２号議案　定時評議員会招集の件
第３号議案　役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程改正の件
第４号議案　2025年度経営計画の修正の件

報告事項
第１号報告　2024年度職務執行状況報告の件
第２号報告　明治安田生命との覚書改正・財団ロゴ使用に関する覚書締結の件

総理事数および出席理事数

（1）総理事数　　　　　４名
（2）出席理事数　　　　４名

出席理事　　　　　浅見　一久氏、長崎　正太氏、三森　教雄氏、加藤　大策氏
出席監事　　　　　飯塚　裕之（松田　裕之）氏
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議　　　　　　　　　　事

１�．開会に先立ち、長崎理事より、現在の総理事数４名のうち、理事会の出席理事は４名であり、定
款第33条第１項の規定によって本日の理事会は有効に成立した旨を報告した。

２�．代表理事浅見一久氏は、定款第32条の規定により、議長を務める旨を述べて開会を宣したのち、
定款第34条の規定に従って、本理事会の議事録を作成のうえ、代表理事および監事が記名押印する
ことを述べた。

３�．議長は、第１号議案「第９期計算書類等承認の件」を上議し、議長が別紙資料を用い説明した。
松田監事より、計算書類等の監査結果について適正である旨の講評をいただいた。議長は、審議を
求めたところ、全員異議なく賛成し、可決承認された。

４�．議長は、第２号議案「定時評議員会招集の件」を上議し、別紙資料を用い説明した。議長は、審
議を求めたところ、全員異議なく賛成し、可決承認された。

５�．議長は、第３号議案「役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程改正の件」を上議し、別紙
資料を用い説明した。議長は、審議を求めたところ、全員異議なく賛成し、可決承認された。

６�．議長は、第４号議案「2025年度経営計画の修正の件」を上議し、別紙資料を用い説明した。加藤
理事より、ＱＯＬ健診は、財団のサポート体制や役割を可視化し広くアピールしてもらいたい、ま
た弘前大学や京都大学など複数のアカデミアと連携し、エビデンスに基づいた健診の設計を目指し
ていると発言があった。議長より、健康増進支援センターの実績等を整理し、情報発信していきた
いと発言があった。議長は、審議を求めたところ、全員異議なく賛成し、可決承認された。

７�．議長は、第１号報告「2024年度職務執行状況報告の件」を上議し、長崎理事が別紙資料を用い説
明した。

８�．議長は、第２号報告「明治安田生命との覚書改正・財団ロゴ使用に関する覚書締結の件」を上議し、
長崎理事が別紙資料を用い報告した。

以上をもって議事を終了したので、午後２時26分、議長は閉会を宣言した。
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みなし決議に関する理事会議事録

一般財団法人　明治安田健康開発財団

１．理事会の決議があったものとみなされた日
2025年7月14日

２．理事会の決議があったものとみなされた事項の提案者
代表理事　浅見　一久

３．理事会の決議があったものとみなされた事項の内容
第１号議案　財団フィロソフィーおよび健康宣言の改正について
第２号議案　人権方針改正の件
第３号議案　カスタマーハラスメントへの対応に関する方針の制定
第４号議案　経営計画修正の件

４．理事総数　　４名
　　監事総数　　１名

５．議事録の作成に係る職務を行った理事
代表理事　浅見　一久

2025年7月8日代表理事浅見一久が理事の全員及び監事の全員に対して、理事会の決議の目的であ
る事項について上記の内容の提案書を発し、当該提案につき2025年7月14日までに理事の全員から書
面により同意の意思表示を、監事から書面により異議がないとの意思表示を得たので、一般社団法人
及び一般財団法人に関する法律第197条において準用する同法第96条（定款第33条第２項）に基づく
理事会の決議の省略の方法により、当該提案を承認可決する旨の理事会決議があったものとみなされ
た。
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みなし決議に関する理事会議事録

一般財団法人　明治安田健康開発財団

１．理事会の決議があったものとみなされた日
2026年1月15日

２．理事会の決議があったものとみなされた事項の提案者
代表理事　浅見　一久

３．理事会の決議があったものとみなされた事項の内容
第１号議案　個人情報の保護に関する方針改正の件

４．理事総数　　４名
　　監事総数　　１名

５．議事録の作成に係る職務を行った理事
代表理事　浅見　一久

2026年１月７日代表理事浅見一久が理事の全員及び監事の全員に対して、理事会の決議の目的であ
る事項について上記の内容の提案書を発し、当該提案につき2026年１月15日までに理事の全員から
書面により同意の意思表示を、監事から書面により異議がないとの意思表示を得たので、一般社団法
人及び一般財団法人に関する法律第197条において準用する同法第96条（定款第33条第２項）に基づ
く理事会の決議の省略の方法により、当該提案を承認可決する旨の理事会決議があったものとみなさ
れた。

明治安田健康開発財団_第10期_HON.indb   23明治安田健康開発財団_第10期_HON.indb   23 2026/05/28   9:302026/05/28   9:30



− 24 − − 25 −

定時理事会議事録

一般財団法人　明治安田健康開発財団

１．開催日時　2026年３月23日（月）　午後４時02分から午後４時31分

２．開催場所　東京都渋谷区代々木３－22－７　新宿文化クイントビル
監事　飯塚裕之（松田裕之）氏は、Web会議システム（「Microsoft Teams Meeting」）により以下
の場所で参加した。

３．総理事数　　　４名

４．出席理事数　　４名

５．出席理事
浅見　一久氏、長崎　正太氏、三森　教雄氏、加藤　大策氏

６．出席監事
飯塚　裕之（松田　裕之）氏　　東京都千代田区丸の内

会　議　の　目　的　事　項

決議事項
第１号議案　2026年度（第11期）経営計画の件　

報告事項
第１号報告　2025年度（第10期）業務執行状況報告の件
第２号報告　2025年度リスク管理取組計画執行状況報告の件
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議　　　　　　　　　　事

１�．開会に先立ち、長崎理事より、現在の総理事数４名のうち、本日の出席理事は４名であり、定款
第33条第１項の規定によって本日の理事会は有効に成立した旨を報告した。また、松田監事は、「Web
会議システム」を利用し出席いただいたことを確認した。

２�．代表理事浅見一久氏は、定款第32条の規定により、議長を務める旨を述べて開会を宣したのち、
定款34条の規定に従って、本理事会の議事録を作成のうえ、代表理事および監事が記名押印するこ
とを述べた。先に報告事項を上議し、その後、決議事項を上議すると述べた。

３�．長崎理事は、第１号報告「2025年度（第10期）業務執行状況」を上議し、別紙資料を用い報告した。
加藤理事より、がんの発見率について質問。がん発見率0.5%とはどの程度の水準か、職員等への周
知方法について意見が出された。三森理事より、2024年度の発見率0.3％は人間ドック学会発表の
平均を上回る水準。40歳になったらまず内視鏡検査受診を周知したい旨発言があった。理事長より、
健診センターの目的は病気を早期発見することである。2025年度のがん発見率の確定値は先になる
が、結果については、しっかりと発信したい旨発言があった。

４�．長崎理事は、第２号報告「2025年度リスク管理取組計画執行状況」を上議し、別紙資料を用い報
告した。

５�．長崎理事は、第１号議案「2026年度（第11期）経営計画の件」を上議し、別紙資料を用い説明した。
議長は審議を求めたところ、全員意義なく賛成し、可決承認された。

６�．全体を通じての質疑において、加藤理事より、明日の生命の経営会議で、ヘルスケア戦略の方向
性等について上程予定、ヘルスケア戦略のなかでもＱＯＬ健診が最優先課題だが、ヘルスケア予測
や従業員の健康診断結果の活用など、取組みが広がる見込みである。財団は正しい情報を提供する
場所として、その役割がますます重要となる。病気の早期発見だけではなく、治療への配慮も必要。
学会だけではなく、明治安田本体など、より広い範囲への情報発信を強化していく必要があると発
言があった。理事長より、2026年度は中計策定年度となるので、財団がどういう形で貢献できるか、
生命、総研とも密に連携して取組みたいと発言があった。

以上、本日の理事会は、Web会議システムを通じた出席者を含め、全員の異議なく審議を終了した
ので、午後４時31分、議長は閉会を宣した。
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Ⅳ．評議員会に関する事項

定時評議員会議事録（WEB開催）

一般財団法人　明治安田健康開発財団

１．開催日時　2025年６月19日（木）午後５時04分から午後５時24分

２．開催場所　東京都渋谷区代々木３－22－７　新宿文化クイントビル
以下の評議員、理事　加藤大策氏、監事　飯塚裕之（松田裕之）氏は、Web会議システム（「Microsoft 
Teams Meeting」）により以下の場所で参加した。

３．総評議員数　　５名

４．出席評議員数　４名

５．出席評議員
下門　顯太郎氏　　東京都豊島区長崎
上坊　敏子氏　　　神奈川県座間市相模が丘
室山　尚子氏　　　東京都千代田区丸の内
加藤　一喜氏　　　神奈川県相模原市南区北里

６．出席理事
浅見　一久氏、三森　教雄氏、長崎　正太氏
加藤　大策氏　　東京都千代田区丸の内

７．出席監事　　　　飯塚　裕之（松田　裕之）氏　　東京都千代田区丸の内

８．議長　　　　　　評議員　上坊　敏子氏

９．議事録作成者　　評議員　上坊　敏子氏
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会　議　の　目　的　事　項

決議事項
第１号議案　第９期計算書類等の承認の件
第２号議案　役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程改正の件

報告事項
第１号報告　第９期事業報告の件

議　　　　　　　　　　事

１�．午後５時04分、開会に先立ち、長崎事務局長より、本日の評議員会は、「Web会議システム」を
利用し行なう旨を述べ、出席者が一堂に会するのと同等に適時・的確な意見表明が互いにできる状
態となっていることを確認した。

２�．続いて、長崎事務局長より、現在の総評議員数５名のうち、本日の出席評議員数は阪本要一氏を
除く４名であり、定款第19条第１項の規定によって本日の評議員会は有効に成立した旨を報告した。

３�．定款18条の規定に従って、評議員の互選により評議員上坊敏子氏を議長に選任し、議長は定款第
20条の規定に従い、評議員下門顯太郎氏および評議員加藤一喜氏を議事録署名人に指名し、両氏は
これを承諾した。

４�．議長は、第１号議案「第９期計算書類等の承認の件」を上議し、別紙資料を用い説明した。議長は、
審議を求めたところ、質疑応答の後、全員異議なく賛成し、可決承認された。

５�．議長は、第２号議案「役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程改正の件」を上議し、別紙
資料を用い説明した。議長は、審議を求めたところ、質疑応答の後、全員異議なく賛成し、可決承
認された。

６�．議長は、第１号報告「第９期事業報告の件」を上議し、別紙資料を用い報告した。

以上、本日のWeb会議システムを用いた評議員会は、即時・双方向性が満たされており、終始異状
なく議題の審議を終了したので、午後５時24分、議長は閉会を宣した。
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Ⅴ．寄付に関する事項

第10期は、明治安田生命保険相互会社から下記のとおり寄付を受けた。

受領年月日 金額（円）

2025年４月30日 120,000,000

2025年５月16日 150,000,000

2025年10月20日 100,000,000
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（単位：円）
科　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

Ⅰ　資　産　の　部
１．流　動　資　産

現 金 預 金 19,698,069 130,505,825 △ 110,807,756
未 収 金 214,806,099 134,600,589 80,205,510
前 払 金 23,217,135 21,098,452 2,118,683
貯 蔵 品 1,589,967 1,627,639 △ 37,672

流 動 資 産 合 計 259,311,270 287,832,505 △ 28,521,235
２．固　定　資　産
（1）基本財産

普 通 預 金 3,000,000 3,000,000 0 
基 本 財 産 合 計 3,000,000 3,000,000 0 

（2）特定資産
退 職 給 付 引 当 資 産 52,023,900 44,146,517 7,877,383 

特 定 資 産 合 計 52,023,900 44,146,517 7,877,383 
（3）その他固定資産

建 物 附 属 設 備 652,875,999 705,411,642 △ 52,535,643
什 器 備 品 256,516,193 312,130,684 △ 55,614,491
リ ー ス 資 産 34,495,933 0 34,495,933
ソ フ ト ウ ェ ア 16,653,617 23,537,836 △ 6,884,219
敷 金 253,930,000 217,485,000 36,445,000
その他固定資産合計 1,214,471,742 1,258,565,162 △ 44,093,420

固 定 資 産 合 計 1,269,495,642 1,305,711,679 △ 36,216,037
資 産 合 計 1,528,806,912 1,593,544,184 △ 64,737,272

Ⅱ　負　債　の　部
１．流　動　負　債

未 払 金 86,280,579 38,488,092 47,792,487
預 り 金 8,667,825 17,650,295 △ 8,982,470
仮 受 金 9,731,002 27,188,920 △ 17,457,918
未 払 法 人 税 等 70,000 70,000 0
未 払 消 費 税 等 16,921,600 50,676,100 △ 33,754,500
賞 与 引 当 金 23,591,727 29,981,004 △ 6,389,277

流 動 負 債 合 計 145,262,733 164,054,411 △ 18,791,678
２．固　定　負　債

リ ー ス 未 払 金 37,780,446 0 37,780,446
退 職 給 付 引 当 金 52,023,900 44,146,517 7,877,383

固 定 負 債 合 計 89,804,346 44,146,517 45,657,829
負 債 合 計 235,067,079 208,200,928 26,866,151

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産

指定正味財産合計 0 0 0 
２．一般正味財産

一 般 正 味 財 産 合 計 1,293,739,833 1,385,343,256 △ 91,603,423
（うち基本財産への充当額） （3,000,000） （3,000,000） 0

正 味 財 産 合 計 1,293,739,833 1,385,343,256 △ 91,603,423
負債及び正味財産合計 1,528,806,912 1,593,544,184 △ 64,737,272

第　10　期　決　算　報　告
2025年４月１日から2026年３月31日まで

 Ⅰ．貸借対照表
2026年３月31日現在
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（単位：円）

科　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（1） 経常収益

特定資産運用益 471,873 65,019 406,854
特 定 資 産 受 取 利 息 471,873 65,019 406,854

事  業  収  益 1,161,869,086 921,986,332 239,882,754
健 診 事 業 収 益 970,093,096 838,973,064 131,120,032
業 務 受 託 収 益 56,412,406 9,918,728 46,493,678
健 康 増 進 支 援 事 業 収 益 135,363,584 73,094,540 62,269,044

受 取 寄 付 金 370,000,000 374,000,000 △ 4,000,000
受 取 寄 付 金 370,000,000 374,000,000 △ 4,000,000

雑    収    益 4,146,088 2,135,510 2,010,578
雑 収 益 4,146,088 2,135,510 2,010,578

経 常 収 益 計 1,536,487,047 1,298,186,861 238,300,186
（2） 経常費用

事    業    費 1,518,107,197 1,302,375,201 215,731,996
役 員 報 酬 2,712,616 3,583,137 △ 870,521
給 料 手 当 526,824,315 502,809,479 24,014,836
法 定 福 利 費 69,386,384 63,823,178 5,563,206
臨 時 雇 賃 金 27,672,695 23,605,836 4,066,859
退 職 給 付 費 用 7,079,333 9,995,284 △ 2,915,951
福 利 厚 生 費 16,470,153 15,085,850 1,384,303
派 遣 経 費 44,610,030 21,804,131 22,805,899
旅 費 交 通 費 18,953,340 12,132,444 6,820,896
通 信 運 搬 費 37,681,817 30,327,691 7,354,126
減 価 償 却 費 143,087,754 141,188,699 1,899,055
消 耗 什 器 備 品 費 9,309,400 2,616,000 6,693,400
消 耗 品 費 55,654,090 43,014,320 12,639,770
修 繕 費 26,244,726 16,370,086 9,874,640
保 守 費 16,716,344 13,867,569 2,848,775
印 刷 製 本 費 14,380,895 12,651,667 1,729,228
研 究 調 査 費 2,036,010 1,945,166 90,844
光 熱 水 料 費 13,256,815 13,511,831 △ 255,016
リ ー ス 料 17,630,256 16,477,836 1,152,420
賃 借 料 220,080,571 217,617,554 2,463,017
不 動 産 管 理 費 12,961,200 11,135,400 1,825,800
保 険 料 2,304,000 3,139,100 △ 835,100
租 税 公 課 50,600 21,500 29,100
委 託 費 196,587,780 99,399,708 97,188,072
業 務 推 進 費 23,441,915 19,651,831 3,790,084
諸 謝 金 110,125 0 110,125
雑 費 12,864,033 6,599,904 6,264,129

Ⅱ．正味財産増減計算書
2025 年４月１日から 2026 年３月 31 日まで
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科　　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
管    理    費 89,826,034 69,662,932 20,163,102

役 員 報 酬 7,078,559 5,961,303 1,117,256
給 料 手 当 23,683,615 22,220,454 1,463,161
法 定 福 利 費 5,224,561 4,846,414 378,147
退 職 給 付 費 用 798,050 798,050
福 利 厚 生 費 2,771,155 1,723,279 1,047,876
派 遣 経 費 2,135,718 4,074,379 △ 1,938,661
旅 費 交 通 費 9,104 234,405 △ 225,301
通 信 運 搬 費 1,786,874 512,454 1,274,420
減 価 償 却 費 504,346 553,720 △ 49,374
消 耗 什 器 備 品 費 311,232 196,000 115,232
消 耗 品 費 6,870,137 249,538 6,620,599
業 務 推 進 費 3,222,038 1,408 3,220,630
修 繕 費 360,260 226,500 133,760
保 守 費 6,040,485 2,252,486 3,787,999
印 刷 製 本 費 396,458 418,200 △ 21,742
研 究 調 査 費 505,427 67,819 437,608
リ ー ス 料 1,362,754 794,140 568,614
保 険 料 869,090 953,910 △ 84,820
諸 謝 金 1,882,305 2,168,035 △ 285,730
租 税 公 課 13,062,531 16,018,214 △ 2,955,683
支 払 寄 付 金 1,000,000 2,000,000 △ 1,000,000
委 託 費 3,150,300 3,965,100 △ 814,800
雑 費 6,801,035 225,174 6,575,861

経常費用計 1,607,933,231 1,372,038,133 235,895,098
当 期 経 常 増 減 額 △ 71,446,184 △ 73,851,272 2,405,088

２．経常外増減の部
（1） 経常外収益

移 転 補 償 金 0 0
経常外収益計 0 0

（2） 経常外費用
建 物 付 属 設 備 除 却 損 0 0 0
什 器 備 品 除 却 損 0 1,353,391 △ 1,353,391
雑 損 失 20,087,239 16,680,081 3,407,158
移 転 費 用 0 0 0

経常外費用計 20,087,239 18,033,472 2,053,767
当 期 経 常 外 増 減 額 △ 20,087,239 △ 18,033,472 △ 2,053,767
税引前当期一般正味財産増減額 △ 91,533,423 △ 91,884,744 351,321
法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000 0
当期一般正味財産増減額 △ 91,603,423 △ 91,954,744 351,321
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 1,385,343,256 1,477,298,000 △ 91,954,744
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 1,293,739,833 1,385,343,256 △ 91,603,423

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 1,293,739,833 1,385,343,256 △ 91,603,423
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（単位：円）

科　　　　　　　目 健診収益…
事業

健康支援…
事業 法人会計 内部取引等

消去 合　　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（1） 経常収益

基本財産運用益 0 0 471,873 471,873
基 本 財 産 受 取 利 息 0 0 471,873 471,873

事 業 収 益 1,026,505,502 135,363,584 1,161,869,086
健 診 事 業 収 益 970,093,096 0 970,093,096
業 務 受 託 収 益 56,412,406 0 56,412,406
健 康 支 援 事 業 収 益 0 135,363,584 135,363,584

受 取 寄 附 金 250,000,000 120,000,000 370,000,000
受 取 寄 附 金 250,000,000 120,000,000 370,000,000

雑　収　益 2,471,962 1,404,546 269,580 3,876,508
雑 収 益 2,471,962 1,404,546 269,580 3,876,508

経 常 収 益 計 1,278,977,464 256,768,130 741,453 1,536,217,467
（2） 経常費用

事　業　費 1,273,979,044 244,128,153 1,518,107,197
役 員 報 酬 1,234,080 1,478,536 2,712,616
給 料 手 当 419,591,485 107,232,830 526,824,315
法 定 福 利 費 52,057,230 17,329,154 69,386,384
臨 時 雇 賃 金 26,667,602 1,005,093 27,672,695
退 職 給 付 費 用 6,905,333 174,000 7,079,333
福 利 厚 生 費 13,024,401 3,445,752 16,470,153
派 遣 経 費 21,845,655 22,764,375 44,610,030
旅 費 交 通 費 514,198 18,439,142 18,953,340
通 信 運 搬 費 23,371,422 14,310,395 37,681,817
減 価 償 却 費 136,337,304 6,750,450 143,087,754
消 耗 什 器 備 品 費 8,786,600 522,800 9,309,400
消 耗 品 費 39,579,758 16,074,332 55,654,090
修 繕 費 24,636,562 1,608,164 26,244,726
保 守 費 16,682,344 34,000 16,716,344
印 刷 製 本 費 11,818,445 2,562,450 14,380,895
研 究 調 査 費 1,120,193 915,817 2,036,010
光 熱 水 料 費 11,931,129 1,325,686 13,256,815
リ ー ス 料 16,009,176 1,621,080 17,630,256
賃 借 料 197,460,307 22,620,264 220,080,571
不 動 産 管 理 費 11,719,680 1,241,520 12,961,200
保 険 料 0 2,304,000 2,304,000
委 託 費 196,587,780 0 196,587,780
業 務 推 進 費 23,187,565 254,350 23,441,915
雑 費 12,786,195 77,838 12,864,033
諸 謝 金 100,000 10,125 110,125
租 税 公 課 24,600 26,000 50,600

 正味財産増減計算書内訳表 
2025 年４月１日から 2026 年３月 31 日まで
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科　　　　　　　目 健診収益…
事業

健康支援…
事業 法人会計 内部取引等

消去 合　　計

管　理　費 109,913,273 109,913,273
役 員 報 酬 7,078,559 7,078,559
給 料 手 当 23,683,615 23,683,615
法 定 福 利 費 5,224,561 5,224,561
退 職 給 付 費 用 798,050 798,050
福 利 厚 生 費 2,771,155 2,771,155
派 遣 経 費 2,135,718 2,135,718
旅 費 交 通 費 9,104 9,104
通 信 運 搬 費 1,786,874 1,786,874
減 価 償 却 費 504,346 504,346
消 耗 什 器 備 品 費 311,232 311,232
消 耗 品 費 6,870,137 6,870,137
修 繕 費 360,260 360,260
保 守 費 6,040,485 6,040,485
印 刷 製 本 費 396,458 396,458
研 究 調 査 費 505,427 505,427
リ ー ス 料 1,362,754 1,362,754
保 険 料 869,090 869,090
支 払 寄 付 金 1,000,000 1,000,000
委 託 費 3,150,300 3,150,300
業 務 推 進 費 3,222,038 3,222,038
雑 費 6,801,035 6,801,035
諸 謝 金 1,882,305 1,882,305
租 税 公 課 13,062,531 13,062,531

経常費用計 1,273,979,044 244,128,153 89,826,034 1,607,933,231
当 期 経 常 増 減 額 4,998,420 12,639,977 △ 89,084,581 △ 71,446,184

２．経常外増減の部
（1） 経常外収益

経常外収益計
（2） 経常外費用

雑 損 失 20,087,239 20,087,239
経常外費用計 0 0 20,087,239 20,087,239

当 期 経 常 外 増 減 額 0 0 △ 20,087,239 △ 20,087,239
他会計振替前
当期一般正味財産増減額 0 0 △ 20,087,239 △ 20,087,239
他 会 計 振 替 額
税引前当期一般正味財産増減額 4,998,420 12,639,977 △109,171,820 △ 91,533,423
法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000
当期一般正味財産増減額 4,998,420 12,639,977 △109,241,820 △ 91,603,423
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高 4,998,420 12,639,977 △109,241,820 △ 91,603,423

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 4,998,420 12,639,977 △109,241,820 △ 91,603,423
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Ⅲ．財務諸表に対する注記

１．�この財務諸表は「公益法人会計基準」（2008年４月11日　2020年５月15日最終改正内閣府公益認
定等委員会）によって作成されています。

２．重要な会計方針
（1）棚卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品は最終仕入原価法により期末評価を行っています。
（2）固定資産の減価償却の方法

有形固定資産及び無形固定資産の減価償却の方法は定額法によっています。
（3）賞与引当金の計上基準

従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額の当期負担分を計上しています。
2024年７月に導入された「価値創造手当」は賞与引当金に計上しています。

（4）退職給付引当金の計上基準
�退職給付引当金については、次の方法により期末要支給額を計上しています。

（定年退職扱いが適用される55歳到達時以前）
　退職金規定に基づく期末要支給額を計上（従来どおり）

（定年退職扱いが適用される55歳到達時以降）
　�退職金規定に基づく期末要支給額をもとに、55歳到達時から60歳到達時までの各年度の費用

が平準化されるよう引当金を計上
（5）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式によっています。
（6）リース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引につ
いては、リース会計基準を適用しています。

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりです。

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
円 円 円 円

基本財産
普 通 預 金 3,000,000 0 0 3,000,000
小 計 3,000,000 0 0 3,000,000

特定資産
退職給付引当資産 44,146,517 7,877,383 52,023,900
小 計 44,146,517 7,877,383 0 52,023,900
合 計 47,146,517 7,877,383 0 55,023,900
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４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりです。

科　　目 当期末残高 （うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

円 円 円 円

基本財産
普 通 預 金 3,000,000 － （3,000,000） －
小 計 3,000,000 － （3,000,000） －

特定資産
退職給付引当資産 52,023,900 － － （52,023,900）
小 計 52,023,900 － － （52,023,900）
合 計 55,023,900 － （3,000,000） （52,023,900）

５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりです。

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
円 円 円

建 物 附 属 設 備 705,411,642 52,535,643 652,875,999
什 器 備 品 312,130,684 21,118,558 291,012,126
合 計 1,017,542,326 73,654,201 943,888,125

６．関連当事者との取引内容
　当期は関連当事者である明治安田生命保険相互会社より、健康増進支援センター運営資金として
寄付金120,000,000円を、健診センター運営資金として寄付金250,000,000円を受領しております。
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Ⅳ．附属明細書

１．基本財産及び特定資産の明細
　基本財産及び特定資産の明細については、「財務諸表に対する注記」に記載のとおりです。

２．引当金の明細
� （単位：円）

科　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

賞 与 引 当 金 29,981,004 23,591,727 29,981,004 23,591,727
退職給付引当金 44,146,517 7,877,383 52,023,900
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（単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　　額
（流動資産） 現金預金 19,698,069

現金 手元保管 運転資金として 1,653,360
預金 普通預金 運転資金として 18,044,709

  三菱 UFJ 銀行
   新宿中央支店
   新宿中央支店
   新宿中央支店

新宿健診センター
健康増進支援センター
資金管理

39,140,039 
9,339,555

20,158,547
  八十二銀行
   新宿支店 新宿健診センター 591,776

  広島銀行
   東京支店 新宿健診センター 368,669

  静岡銀行
   新宿支店 新宿健診センター 286,924

  横浜銀行
   新宿支店 新宿健診センター 126,872

  東日本銀行
   新宿支店 新宿健診センター 497,887

  肥後銀行
   東京支店 新宿健診センター 846,950

  スルガ銀行
   東京支店 新宿健診センター 861,170

  山梨中央銀行
   新宿支店 新宿健診センター 224,765

  みずほ銀行
   新宿新都心支店 新宿健診センター 625,455

未収金 214,806,099 
健診事業 健診事業の未収金 149,556,615 
健康増進支援事業 講演料等未収金 65,177,225 

源泉所得税未収金 72,259 
前払金 賃借料の前払金 23,217,135 

貯蔵品 医薬品等の貯蔵品 1,589,967 
　流動資産合計 259,311,270 

Ⅴ．財産目録
2026 年３月 31 日現在
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貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　　額
( 固定資産 )
基本財産 預金 普通預金 最低純資産額の維持・確

保を目的とする財産
3,000,000
3,000,000

特定資産 52,023,900 
退職給付引当資産 普通預金 退職金支払いの資金とし

て管理されている預金
52,023,900 

  三菱 UFJ 銀行
その他固定資産 1,214,471,742 

建物附属設備 東京都渋谷区代々木
3-22-7

各事業の用に供している 652,875,999 
什器備品 291,012,126 
ソフトウェア 16,653,617 
敷金 253,930,000 

　固定資産合計 1,269,495,642 
資産合計 1,528,806,912 

未払金 124,061,025 
什器備品・消耗品の購入 ,
外注費 86,280,579 

リース未払金 37,780,446 

預り金 従業員から預かり社会保
険料等 8,667,825 

仮受金 ＱＯＬ健診用端末代金
2025年度

9,731,002 

未払法人税等 未払法人税等 70,000 

未払消費税等 未払消費税等 16,921,600 

賞与引当金 従業員に対する賞与支払
い引当金

23,591,727 

　流動負債合計 183,043,179 
 (固定負債) 退職給付引当金 従業員に対するもの 従業員に対する退職金支

払い引当金 52,023,900

　固定負債合計 52,023,900 
負債合計 235,067,079 
正味財産 1,293,739,833 
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Ⅵ．監査報告書
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第　11　期　事　業　計　画
2026年４月１日から2027年３月31日まで

Ⅰ．基本方針

第11期（2026年度）は、2025年２月に策定した健診事業収支改善計画の２年目として、三大
改革（①健診者数の増加、②健診単価の向上、③支出の抑制）を着実に実行する。

健診収入は、2025年度の健診収入実績が収支改善計画を１年前倒しで達成したことをふまえ、
当初計画を上回る水準に設定する。達成に向けて、人間ドック受診者数および内視鏡受診者数
の拡大に取り組む。

適正な費用支出を徹底する。あわせて、受診者数拡大に伴う支出増加は増収で吸収し、当初
の収支計画を達成する。

また、財団パーパス（「明治安田」ヘルスケア事業への貢献、「明治安田」従業員の健康増進
支援への貢献）を軸に、生命顧客基盤の拡大および従業員の健康づくりに貢献する。

人間ドック（健診）事業においては、明治安田の健診施設としての地位を確立する。規模拡
大にとどまらず、健診施設としての機能およびサービス品質の向上に継続して取り組む。

健康増進支援事業は、ＱＯＬ健診運営を中心に、明治安田の支社・法人部等における顧客基
盤拡大および法人開拓を支援する。さらに、ＱＯＬ健診やセミナー等を起点とした、健康経営
支援への展開を強化する。

健診事業と健康増進支援事業を併せ持つ財団の強みを活かし、ヘルスケアデータの利活用を
強化する。また、ヘルスケアサービスの試行・検証の場として明治安田に貢献する。

Ⅱ．実行計画

１．人間ドック（健診）事業
「健診からはじまる健康づくり」および「安心と信頼のかかりつけ人間ドック」をモットーに、

受診者一人ひとりの「健康づくり」を支える健診センター運営を推進する。
（1）健診事業を通じた社会一般の健康増進への貢献

①「明治安田」の健診施設として受診者拡大を図り、社会一般の健康増進および福祉に貢献
する。医学的見地から人間ドックの必要性・有効性を周知するとともに、上部消化管検査
における内視鏡検査の有用性について啓発し、人間ドック受診者数および内視鏡検査件数
の拡大に取り組む。あわせて、女性がん検診の受診促進を通じ、健康寿命の延伸ならびに
疾病の予防・早期発見等の社会課題の解決に貢献する。

②規模拡大および収益拡大に加え、健診事業の品質向上に向けた取組みを強化する。検体検
査方式の変更により、受診結果判明までの所要時間の短縮を図る。これにより、医師によ
る当日結果説明率および保健指導実施率の向上をめざす。あわせて、精密検査への速やか
な誘導およびアフターフォローを通じ、疾病の早期発見・治療ならびに予防の強化に取り
組む。
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③受診者の利便性向上と、健診の予約受付・契約管理にかかる事務品質および生産性向上を
目的として、各種システムを再構築する。あわせてＡＩ電話を導入し、受電率の向上およ
び速やかな折り返し対応により、予約時の負担を軽減するとともに受診者数の拡大を図る。

④午後の時間帯を活用し、単科検診（乳がん検診・婦人科検診）を推進する。
⑤消化器下部の単科検診は、安全性および適応判断に関する事前説明・相談を行なったうえ

で実施する。あわせて、内視鏡検査件数の拡大に注力する。
（2）健診事業を通じた「明治安田」従業員の「健康づくり」への貢献

①人間ドック受診者数および女性がん検診受診者数の拡大を通じて、「明治安田」グループ
従業員の健康増進を支援する。全国の従業員に対しては、郵送オプション検査を継続実施
する。

（3）健診精度の向上および職員のスキルアップ支援
①職員のスキルアップを図るため、研修会等への参加を奨励する。あわせて、関係資格取得

に向けた支援を実施する。
（4）健康増進・疾病予防に関するアフターフォローの推進

①健診時のリスクスクリーニングにより、未病段階からの予防に向けた取組みを推進する。
②健診結果に基づき、精密検査・再検査の勧奨および健康情報の提供を目的とした健診結果

改善フォローを強化する。
③医師による当日結果説明を推進するとともに、運動および栄養の両面から保健指導を充実

させる。
④健康保険組合からの要請に対応できる特定保健指導体制を整備する。
⑤無料アプリ「ＣＡＲＡＤＡ健診サポート」の活用を拡大し、サービスの高度化を推進する。

２．健康増進支援事業
ヘルスケア事業の中核機関として、明治安田グループ全体の健康経営推進に寄与する。あわせ

て、健康に関する大学・研究機関の最新成果をふまえ、医学的・学術的・実証的知見を活用し、「明
治安田」グループと連携して全国各地で健康増進を支援する。

（1）「みんなの健活プロジェクト」への貢献
①専門性を最大限に発揮し、健康増進支援を通じた提供価値の拡大に貢献する。
　・明治安田人事部・健康保険組合等と協働し、健康課題に対応したコンテンツを開発する。
　・�全国で従業員向けセミナーを展開し、「明治安田」グループ従業員の健康リテラシー向

上を支援する。
（2）「地元の元気プロジェクト」への貢献

①健康増進セミナー・イベントを実施する。
②企業向け健康経営サポートを通じて、明治安田と顧客企業・団体との接点拡大に貢献する。
　・�明治安田の支社・法人部と連携し、健康経営認定に向けた健康増進セミナー等の支援サー

ビスを展開する。
　・顧客企業各社の健康経営の実施状況に応じ、相談対応および助言を行なう。
　・�ＱＯＬ健診等を起点に他の健康増進サービスを提供し、顧客企業への継続支援と明治安

田の顧客接点拡大に貢献する。
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③�明治安田が包括連携協定を締結している自治体等との協業の一環として、セミナーを展開
し接点拡大に貢献する。

　・公民館等を拠点に健活セミナーを実施し、明治安田の支社と自治体の連携を拡大する。
　・�地域の健康課題の解消に寄与するとともに、地域住民の健康意識および健康リテラシー

の向上を支援する。
（3）「財団独自事業」の実施

①健診データ等を利活用し、学会発表、プレス配信、報告書作成等により情報発信を行なう。
②財団版体力測定およびイベントを開発する。
③スポーツ支援を拡大する。
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（単位：千円）

科　　　　　　　目 健診事業 健康増進
支援事業 法人会計 内部取引等

消去 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（1）経常収益

基 本 財 産 運 用 益
特 定 資 産 運 用 益
事 業 収 益 1,084,400 167,000 1,251,400

健 診 事 業 収 益 1,084,400 1,084,400
健 診 収 益 1,020,000 1,020,000
保 険 診 療 収 益 3,500 3,500
社 保 ・ 国 保 8,000 8,000
業 務 受 託 収 益 50,000 50,000

健康増進支援事業収益 167,000 167,000
受 取 寄 付 金 260,000 143,000 36,000 439,000

受 取 寄 付 金 260,000 143,000 36,000 439,000
雑 収 益
経常収益計 1,344,400 310,000 36,000 1,690,400

（2）経常費用
事 業 費 1,344,400 271,337 1,615,737

給 料 手 当 472,593 119,845 592,437
法 定 福 利 費 57,248 21,606 78,854
臨 時 雇 賃 金 28,447 1,321 29,768
退 職 給 付 費 用
福 利 厚 生 費 13,231 3,084 16,315
派 遣 経 費 12,996 32,880 45,876
旅 費 交 通 費 450 24,658 25,108
通 信 運 搬 費 27,715 12,440 40,155
減 価 償 却 費 148,667 6,750 155,418
消 耗 什 器 備 品 費 7,942 150 8,092
消 耗 品 費 31,595 14,195 45,790
修 繕 費 16,937 2,000 18,937
保 守 費 31,791 31,791
印 刷 製 本 費 10,304 2,510 12,814
研 究 調 査 費 640 660 1,300
光 熱 水 料 費 12,196 1,230 13,426
リ ー ス 料 15,335 1,589 16,924
賃 借 料 217,121 24,851 241,972
不 動 産 管 理 費 11,720 1,242 12,961
委 託 費 197,090 197,090
業 務 推 進 費 19,465 20 19,485
雑 費 10,892 85 10,977
諸 謝 金 120 120
租 税 公 課 25 100 125

Ⅲ．収支予算書
2026 年４月１日から 2027 年３月 31 日まで
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科　　　　　　　目 健診事業 健康増進
支援事業 法人会計 内部取引等

消去 合　計

管 理 費 73,705 73,705
役 員 報 酬 0 0 170 170
給 料 手 当 31,056 31,056
法 定 福 利 費 5,507 5,507
福 利 厚 生 費 2,375 2,375
派 遣 経 費
旅 費 交 通 費 15 15
通 信 運 搬 費 1,942 1,942
減 価 償 却 費 957 957
消 耗 什 器 備 品 費 230 230
消 耗 品 費 594 594
修 繕 費 235 235
保 守 費 953 953
印 刷 製 本 費 396 396
研 究 調 査 費 452 452
リ ー ス 料 1,028 1,028
保 険 料 300 300
支 払 助 成 金 1,000 1,000
委 託 費 3,684 3,684
業 務 推 進 費 2,282 2,282
雑 費 6,609 6,609
諸 謝 金 1,811 1,811
租 税 公 課 0 0 13,066 13,066

経 常 費 用 計 1,344,400 271,337 74,663 1,690,400
当 期 経 常 増 減 額 0 38,663 △ 38,663 0

２．経常外増減の部
（1）経常外収益

経 常 外 収 益 計
（2）経常外費用

雑 損 失 20,087
経 常 外 費 用 計 △ 20,087

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額 0 38,663 △ 58,750 0 △ 20,087
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役員・評議員名簿

役　　員　　名　　簿

理 事 長　　浅　見　一　久

理　　事　　三　森　教　雄

理　　事　　長　崎　正　太

理　　事　　加　藤　大　策　　　明治安田生命保険相互会社　シニア・フェロー

監　　事　　松　田　裕　之　　　明治安田生命保険相互会社　関連事業部長

評　議　員　名　簿

阪　本　要　一　　　東京慈恵会医科大学客員教授

下　門　顯太郎　　　東京科学大学名誉教授

上　坊　敏　子　　　独立行政法人地域医療機能推進機構相模野病院
　　　　　　　　　　婦人科腫瘍センター顧問

室　山　尚　子　　　明治安田生命東京診療所所長

加　藤　一　喜　　　北里大学医学部産婦人科教授
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第　10　期　報　告　書

一般財団法人　明治安田健康開発財団
東京都渋谷区代々木三丁目22番７号

2025年４月1日から2026年３月31日まで
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